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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 1,450,528 1,089,923 2,623,575

経常利益 (千円) 321,092 204,604 527,983

四半期(当期)純利益 (千円) 187,838 126,914 312,441

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 193,736 122,889 310,576

純資産額 (千円) 2,996,543 3,117,364 3,032,402

総資産額 (千円) 3,992,796 3,704,359 3,667,828

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 23.64 16.46 39.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.0 83.9 82.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 372,826 301,887 675,514

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △149,612 △80,142 △242,376

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △226,940 △167,523 △446,487

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 414,924 456,532 401,895

　

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.00 10.00

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存

在していないため、記載しておりません。

４．第61期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要、自動車エコカー補助金な

どを背景に、緩やかな回復基調にありましたが、原油高や今夏の電力不足懸念、欧州を発端とする財政金

融不安、中国をはじめとする新興国の成長鈍化による海外景気の下振れ懸念、円高の長期化、国内製造業

の海外生産移転など経済の先行き不安を抱える依然として厳しい状況で推移いたしました。

　当業界におきましては、自動車業界の生産回復による設備投資需要や設備稼働率向上によるメンテナン

ス需要の改善及びスマートフォン関連の製造設備業界や部品業界には明るさがみられましたが、パソコ

ン、液晶テレビをはじめとするその他の電子・電気機器業界の低迷、太陽光パネル業界の設備過剰による

新規投資の抑制などにより、当社グループの主要顧客業種である半導体製造装置業界、太陽光パネル製造

装置業界などにおいて、厳しい状況が継続いたしました。

　このような環境下、当社グループは、販売面では、海外子会社の販売体制強化を図り、アジア新興国を中

心に拡販活動を継続いたしました。

　生産面においては、海外からの材料調達比率の向上や購入部品の内製化、海外子会社での生産の拡大等

により原価低減に引き続き取り組んでまいりました。

　また、全部門が徹底した経費削減活動に継続して取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は1,089,923千円（前年同期比

75.1%）、連結経常利益は204,604千円（前年同期比63.7%）、連結四半期純利益は126,914千円（前年同期

比67.6%）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

自動車業界の生産回復による設備投資需要や設備稼働率向上によるメンテナンス需要の改善、

台湾市場におけるスマートフォン関連部品製造装置需要の獲得などの取組を行いましたが、パソ

コン、液晶テレビをはじめとするその他の電子・電気機器業界の低迷、太陽光パネル業界の設備過

剰による新規投資の抑制などにより、売上高は867,940千円（前年同期比73.2%）となりました。営

業利益については163,320千円（前年同期比59.5%）となりました。
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②　韓国

半導体製造装置業界の需要が戻りつつありますが、大型受注案件が第３四半期以降に持ち越さ

れたことなどにより、売上高は117,924千円（前年同期比76.4%）となりました。営業利益について

は20,601千円（前年同期比80.3%）となりました。

③　その他

中国をはじめとする新興国の成長鈍化による海外景気の下振れ懸念がありましたが、売上高は

104,059千円（前年同期比94.5%）となりました。営業利益については15,139千円（前年同期比

79.1%）となりました。

(2) 財政状態の分析

①　資産

当第２四半期連結会計期間末において、流動資産は前連結会計年度末に比べ128,554千円増加し、

1,592,733千円となりました。これは主として、現金及び預金が99,301千円、受取手形及び売掛金が10,457

千円、流動資産その他が19,531千円増加したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ92,023千円減少し、2,111,625千円となりました。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べ36,530千円増加し、3,704,359千円となりました。

②　負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ30,675千円減少し、318,326千円となりました。これは主として、

支払手形及び買掛金が20,571千円、未払法人税等が56,216千円増加したのに対し、１年内返済予定の長期

借入金が104,740千円減少したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ17,755千円減少し、268,667千円となりました。これは主として

長期借入金が20,968千円減少したことによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ48,431千円減少し、586,994千円となりました。

③　純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べ84,961千円増加し、3,117,364千円となりました。これは主として

利益剰余金が88,325千円増加したことによります。

その結果、自己資本比率は83.9％となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、前連結会計年度末

に比べ54,637千円増加し、456,532千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであ

ります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー　　

税金等調整前四半期純利益199,465千円に加え、減価償却費88,935千円、仕入債務の増加額20,387千

円等の増加要因に対し、役員賞与引当金の減少額14,315千円、売上債権の増加額10,238千円等の減少要

因により301,887千円の資金収入(前年同期比81.0%)となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー　　

定期預金の預入による支出31,895千円、有形固定資産の取得による支出40,192千円等の減少要因に

より80,142千円の資金支出(前年同期比53.6%)となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー 　　　　

長期借入金の返済による支出125,708千円、配当金の支払38,739千円及び自己株式取得による支出

3,076千円の減少要因により167,523千円の資金支出(前年同期比73.8%)となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は38,426千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,285,000 8,285,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数1,000株

計 8,285,000 8,285,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

─ 8,285 ─ 748,125 ─ 944,675
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(6) 【大株主の状況】

平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

伊　勢　養　治 東京都大田区 1,365 16.49

伊　勢　すが子 東京都大田区 630 7.61

伊　勢　幸　治 岩手県奥州市水沢区 412 4.97

妙徳従業員持株会 東京都大田区下丸子二丁目６－18 366 4.42

中　森　俊　雄 岩手県奥州市水沢区 201 2.43

株式会社日伝 大阪府大阪市中央区上本町西一丁目２－16 140 1.69

株式会社新居浜鉄工所 愛媛県新居浜市新田町一丁目６－46 140 1.69

伊　勢　三　郎 東京都大田区 126 1.53

泉　　真　紀 東京都大田区 122 1.48

丸三証券株式会社 東京都中央区日本橋二丁目５－２ 90 1.09

計 ― 3,594 43.38

(注)　上記のほか当社所有の自己株式583千株（7.04％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　　583,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　7,694,000 7,694 ―

単元未満株式 普通株式　　　　8,000 ― ―

発行済株式総数 8,285,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,694 ―

(注)　「単元未満株式」には、当社保有の自己株式159株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社妙徳

東京都大田区下丸子二丁目
６番18号

583,000 ─ 583,000 7.04

計 ― 583,000 ― 583,000 7.04

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社妙徳(E01728)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 414,225 513,526

受取手形及び売掛金 ※２
 658,544

※２
 669,001

製品 145,782 138,388

仕掛品 94,430 96,295

原材料 102,517 105,472

繰延税金資産 19,368 21,451

その他 29,456 48,988

貸倒引当金 △144 △389

流動資産合計 1,464,179 1,592,733

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,287,474 1,222,237

減価償却累計額 △550,835 △502,935

建物及び構築物（純額） 736,638 719,302

機械装置及び運搬具 719,798 716,605

減価償却累計額 △439,604 △464,223

機械装置及び運搬具（純額） 280,193 252,382

土地 744,109 733,589

その他 404,707 435,501

減価償却累計額 △347,440 △364,084

その他（純額） 57,266 71,416

有形固定資産合計 1,818,209 1,776,690

無形固定資産 161,752 143,841

投資その他の資産

投資有価証券 138,529 137,035

繰延税金資産 20,687 20,807

その他 64,469 33,250

投資その他の資産合計 223,687 191,093

固定資産合計 2,203,648 2,111,625

資産合計 3,667,828 3,704,359
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 50,290

※２
 70,862

1年内返済予定の長期借入金 144,724 39,984

未払法人税等 17,613 73,829

賞与引当金 22,976 32,465

役員賞与引当金 14,315 －

その他 99,082 101,184

流動負債合計 349,001 318,326

固定負債

長期借入金 141,040 120,072

退職給付引当金 118,874 119,519

その他 26,508 29,076

固定負債合計 286,423 268,667

負債合計 635,425 586,994

純資産の部

株主資本

資本金 748,125 748,125

資本剰余金 945,766 945,766

利益剰余金 1,476,967 1,565,292

自己株式 △119,711 △122,787

株主資本合計 3,051,146 3,136,396

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,600 16,347

為替換算調整勘定 △46,499 △44,272

その他の包括利益累計額合計 △23,898 △27,924

新株予約権 5,154 8,892

純資産合計 3,032,402 3,117,364

負債純資産合計 3,667,828 3,704,359
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,450,528 1,089,923

売上原価 ※１
 697,750

※１
 494,917

売上総利益 752,777 595,006

販売費及び一般管理費 ※２
 435,305

※２
 394,404

営業利益 317,472 200,601

営業外収益

受取利息 402 186

受取配当金 1,435 2,118

為替差益 900 1,500

受取地代家賃 2,401 2,871

受取保険金 234 22

助成金収入 2,500 －

その他 787 475

営業外収益合計 8,661 7,175

営業外費用

支払利息 3,830 1,544

売上割引 504 102

機械設備等移設費 － 780

減価償却費 98 599

その他 606 145

営業外費用合計 5,040 3,171

経常利益 321,092 204,604

特別利益

固定資産売却益 － 1,012

特別利益合計 － 1,012

特別損失

固定資産売却損 － 6,023

固定資産除却損 1,426 128

災害による損失 ※３
 21,076 －

特別損失合計 22,503 6,151

税金等調整前四半期純利益 298,589 199,465

法人税、住民税及び事業税 132,737 71,326

法人税等調整額 △21,986 1,223

法人税等合計 110,750 72,550

少数株主損益調整前四半期純利益 187,838 126,914

四半期純利益 187,838 126,914
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 187,838 126,914

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △543 △6,252

為替換算調整勘定 6,440 2,226

その他の包括利益合計 5,897 △4,025

四半期包括利益 193,736 122,889

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 193,736 122,889

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 298,589 199,465

減価償却費 83,486 88,935

固定資産除却損 1,426 128

固定資産売却損益（△は益） － 5,010

災害損失 21,076 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 103 246

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,771 9,516

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,368 △14,315

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,234 572

受取利息及び受取配当金 △1,837 △2,304

支払利息 3,830 1,544

売上債権の増減額（△は増加） 78,153 △10,238

仕入債務の増減額（△は減少） 6,765 20,387

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,287 3,546

未払金の増減額（△は減少） △16,103 1,226

その他 13,822 13,272

小計 508,399 316,995

利息及び配当金の受取額 1,837 2,304

利息の支払額 △3,953 △1,531

法人税等の支払額 △133,457 △15,881

営業活動によるキャッシュ・フロー 372,826 301,887

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △17,134 △31,895

定期預金の払戻による収入 40,897 －

投資有価証券の取得による支出 △4,234 △8,285

有形固定資産の取得による支出 △101,890 △40,192

有形固定資産の売却による収入 － 1,399

無形固定資産の取得による支出 △74,087 △1,168

差入保証金の回収による収入 6,732 －

その他 104 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △149,612 △80,142

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △171,848 △125,708

自己株式の取得による支出 △30,200 △3,076

配当金の支払額 △24,892 △38,739

財務活動によるキャッシュ・フロー △226,940 △167,523

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,900 415

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △825 54,637

現金及び現金同等物の期首残高 415,749 401,895

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 414,924

※
 456,532

EDINET提出書類

株式会社妙徳(E01728)

四半期報告書

14/21



【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

（１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22年６

月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成22年

６月30日）を適用しております。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オ

プションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評

価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方式に変更しております。

　なお、これによる潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に与える影響はありません。

　

【追加情報】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 21,914千円

※２　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当連結会計年度末日は金融機関の休日であっ

たため、次の連結会計年度末日満期手形が当連結会

計年度末残高に含まれております。

受取手形 31,978千円

支払手形 2,287千円

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 8,756千円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日は金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれており

ます。

受取手形 18,800千円

支払手形 1,100千円

３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行４行と当座貸越契約を締結しております。

　　当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入

未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 1,100,000千円

借入実行残高 ─

差引額 1,100,000千円

 

３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行４行と当座貸越契約を締結しております。

　　当第２四半期連結会計期間末における当座貸越契約

に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 1,100,000千円

借入実行残高 ―

差引額 1,100,000千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日)

※１　売上原価には、棚卸資産に係る収益性の低下による

簿価切下額16,168千円が含まれております。

※１　売上原価には、棚卸資産に係る収益性の低下による

簿価切下額10,472千円が含まれております。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 46,739千円

給与手当 138,140 〃

賞与引当金繰入額 23,650 〃

役員賞与引当金繰入額 8,174 〃

退職給付費用 5,035 〃

減価償却費 21,637 〃

研究開発費 32,812 〃

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 54,538千円

給与手当 116,332 〃

賞与引当金繰入額 15,247 〃

退職給付費用 11,629 〃

減価償却費 22,398 〃

研究開発費 38,426 〃

　 　
※３　災害による損失の内訳は次のとおりであります。

固定資産除却損 10,070千円

災害損失引当金繰入額 9,970 〃

その他 1,035 〃

　計 21,076千円

 

　３　――――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年６月30日現在）

現金及び預金 439,825千円

預入期間が３か月超の定期預金 △24,901 〃

現金及び現金同等物 414,924千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成24年６月30日現在）

現金及び預金 513,526千円

預入期間が３か月超の定期預金 △56,993 〃

現金及び現金同等物 456,532千円

 

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月18日
定時株主総会

普通株式 24,055 3.00平成22年12月31日 平成23年３月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月４日
取締役会

普通株式 39,593 5.00平成23年６月30日 平成23年８月25日 利益剰余金

　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月16日
定時株主総会

普通株式 38,589 5.00平成23年12月31日 平成24年３月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月２日
取締役会

普通株式 30,807 4.00平成24年６月30日 平成24年８月27日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

日本 韓国 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,185,943154,4111,340,355110,1721,450,528― 1,450,528

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

170,03951,014221,0533,259224,312△224,312 ―

計 1,355,982205,4251,561,408113,4321,674,840△224,3121,450,528

セグメント利益 274,61825,663300,28119,151319,433△1,960317,472

（注）１　「その他」の区分には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「中国」「タイ」であります。

　　　２　セグメント利益の調整額△1,960千円は、各報告セグメントに配分していない原価差額であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

日本 韓国 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 867,940117,924985,864104,0591,089,923― 1,089,923

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

122,64647,121169,7685,508175,276△175,276 ―

計 990,587165,0451,155,633109,5671,265,200△175,2761,089,923

セグメント利益 163,32020,601183,92215,139199,0621,539200,601

（注）１　「その他」の区分には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「中国」「タイ」であります。

　　　２　セグメント利益の調整額1,539千円は、各報告セグメントに配分していない原価差額であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 23円64銭 16円46銭

  (算定上の基礎) 　 　

 四半期純利益金額(千円) 187,838 126,914

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 187,838 126,914

 普通株式の期中平均株式数(千株) 7,946 7,711

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

平成23年５月６日取締役
会決議

新株予約権　１種類
(新株予約権の個数300個)

―

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載

しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第62期（平成24年１月１日から平成24年12月31日まで）中間配当については、平成24年８月２日開催の

取締役会において、平成24年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

　① 配当金の総額 30,807千円

　② １株当たりの金額 ４円00銭

　③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年８月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月７日

株式会社妙徳

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    髙    俊    幸    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    野    雄    二    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社妙徳の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成24
年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社妙徳及び連結子会社の平成24年６月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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